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第５７回藤沢市地産地消推進協議会及び 

令和６年度第２回藤沢市地産地消推進事業実行委員会 議事録 
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１ 開  会 
 

定刻より若干早いんですが、皆様お揃いいただきましたの

で、ただいまから第57回藤沢市地産地消推進協議会を開催さ

せていただきます。本日、司会を務めます農業水産課の竹中

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

恐れ入ります。着座にて続けさせていただければと思いま

す。会議中の発言についてでございますが、挙手をしていた

だきまして、マイクを使ってお名前を名乗っていただいてか

らご発言くださいますようお願いいたします。 

本日の会議の記録を作成する関係上、発言内容を録音させ

ていただいておりますので、あらかじめご了承をお願いいた

します。 

本日の会議につきましては、19名の協議会委員のうち13名

の方がご出席くださっております。藤沢市地産地消推進協議

会規則第5条に規定する会議成立要件の過半数を超え、会議

が成立しておりますことをご報告させていただきます。 

ここで委員に変更がありましたので、ご紹介をさせていた

だきます。藤沢青年会議所からこれまでご選出いただいてお

りました鈴木様に代わりまして、新たに藤田様を委員として

選出いただきました。協議会開催直前の変更でございました

ので、委嘱状につきましては、後日事務局からお渡しさせて

いただきますということで、ご了承いただきますようお願い

いたします。 

また、本日ご都合により欠席の方がございますので、ご報

告をさせていただきます。藤沢市農業経営士協議会の加藤委

員、わいわい市藤沢店の松井委員、江の島片瀬漁業協同組合

の北村委員、藤沢市商店会連合会の青木委員、市民公募の大

塚委員、藤沢市立小学校長会の加瀬委員となります。 

次に本日の議題に入ります前に、お手元の資料の確認をさ

せていただきたいと思います。最初に次第になります。裏面

が名簿となっております。続きまして、資料1-1令和6年度地

産地消に関するアンケート結果、事前にお送りさせていただ

いたものになるかと思います。こちら1-1と書いてあるもの

になります。続きまして1-2令和6年度地産地消に関するアン

ケート結果資料編ということで、こちらも事前に送らせてい

ただいております。1-3地産地消に関するアンケート結果の

推移ということで、令和2年から6年の推移が記載されている

もの。こちらA4の横でホチキスどめされているものになりま
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す。続きまして資料2、令和6年度藤沢市産地消推進事業実行

委員会事業計画中間報告ということで、こちらもA4縦でホチ

キスどめさせていただいているものになります。続きまして

資料3次年度事業計画に向けた検討課題ということで、A4横

のホチキスどめのものになっております。よろしいでしょう

か。お手元過不足等ございませんでしょうか。最新の名簿と

ともにですね、参考資料としまして、この度新しく藤沢市畜

産会で作成した藤沢市の畜産というリーフレットを机上に配

付させていただいております。後ほどご参照いただければと

思います。またこちらも机の上に閲覧用として、第5期藤沢

市地産地消推進計画を置かせていただいております。よろし

いですかね。はい、ありがとうございます。 

本日の会議につきましては全ての議題を公開としておりま

すが、傍聴希望者はおりませんでした。 

ここからの進行につきましては、立石会長にお願いいたし

たいと思います。立石会長よろしくお願いいたします。 

 

２ 議 題  
日本大学の立石です、よろしくお願いいたします。本日は

お忙しいところお集まりいただきまして誠にありがとうござ

います。まずは御礼申し上げたいと思います。 

何か挨拶をしてくださいということなんですが、研究室で

毎年冬野菜を栽培して、この時期収穫になるんですけども。

大抵の年はですね、重いとか何とかって学生はなかなか持っ

て帰らないんですけども、さすがにキャベツが1000円ぐらい

になりますと飛ぶように売れまして、完売してるような状況

で地産地消をしているような感じで貢献しております。なか

なか皆さん現金なもんだなというのが、農業をやっていて一

番思うところであります。 

本日の協議会なんですけども、事務局からの報告が1件予

定されております。その後実行委員会の方に移りまして、事

務局からの報告が1件と、その後部会に分かれての意見交換

を予定しているということです。 

早速ですけども議題の1番、令和6年度の地産地消に関する

アンケートの調査結果について、事務局の方から説明をお願

いいたします。 

 

皆様お世話になっております。農業水産課の相原と申しま

す。私の方から、地産地消に関するアンケートの調査結果に

ついて説明させていただきます。以降着座にて失礼いたしま

す。 
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お手元には資料1-1から1-3まで3種類配布させていただい

ております。1-1と1-2につきましては、今年度の11月に実施

をいたしました、アンケートの調査結果になります。こちら

につきましては、時間の都合上全ての問いに対する読み上げ

は割愛させていただきますので、事前にお送りしております

資料ではございますので、何か気になる点等ございました

ら、この後の質疑応答の際にお伺いできればと思います。 

資料1-3、こちらの資料をご覧いただければと思います。

こちらは、地産地消に関するアンケートが開始から5年間経

過しましたので、5年間の推移で特に気になる数字のところ

をピックアップして取り上げてまいりたいと思います。 

では表紙をめくりまして、1ページ目ですね。最初の問い

で、地産地消に関心があるかという問いに対しまして、関心

があると答えた割合ですね。こちら5年間とも、50%以上市民

の皆様が関心を持たれておりまして、地産地消への関心度が

高くなっております。関心が高い、関心があると答えた理由

としては、新鮮で美味しい農産物が手に入るから、地域の活

性化に繋がるからといった記述が多く見受けられました。 

次にいきます。次の問いが、購入する農産物の産地をどの

程度気にしているかという問いに対しまして、こちら白黒で

ちょっと見づらくなってしまってるんですが、グラフの上の

部分の90%台で推移してるものが国産で、下の50%前後で推移

しているのが藤沢産になります。これも色がついていてもう

少し見やすかったんですけど、白黒でわかりづらくなってい

て申し訳ないです。購入する際に国産かどうかというところ

の点で、気にしていると答えた市民の方は、いずれの年も

90%を超えているのに対して、藤沢産かどうかというところ

を気にしていると答えた市民の方は約50%程度にとどまって

います。合わせまして、別の問いで、農産物を購入する際に

重視する点の中で、産地を重視すると答えた人が30%程度で

あるのに対して、購入する際に価格を重視すると答えた割合

は70%を超えておりまして、自由記述の中でも国産であれ

ば、産地に関係なく安い方を購入すると答えた記述が多く見

受けられました。 

次に移ります。市内の農産物の旬の時期を知っているかと

いう問いに対しまして、あまり知らない、もしくは全く知ら

ないと答えた割合は、令和2年度に比べて令和6年度は5%減少

して、58.6％という結果になっていますが、いずれの年もま

だ50%以上を占めているような形になります。自由記述の中

では、どのような時期にどういったものが生産されているの

か知りたいという記述も多く見受けられました。 
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次に移ります。藤沢産のロゴマーク。こちらを目にしたこ

とがあるかという問いに対して、あると答えた割合は、調査

を始めた5年間で7.3%上昇して現時点は43.7%です。令和5年

度と比較すると横ばいなんですけれども、5年間で上昇した

ような形になります。実際にこちらのロゴマークシールなん

ですけれども、販売されている農水産物にシールとして貼る

ことができるように農業水産課で配布をしておりまして、令

和2年当時は1年間で13万枚の配布だったところ、12月末の時

点で、今年度は約50万枚を農家さんですとかJAの方にお渡し

をしておりまして、大体5年間で3.8倍ロゴマークシールが出

てっているような形になります。ですので、出荷する農産物

等へのシールを貼付する農家さんは年々増加しているような

形になっております。 

次に移りまして、最後の問いになるんですけれども、地産

地消の生産物を購入して、地産地消を応援しようと思うかと

いう問いに対しまして、既に応援しているまたは応援したい

と思うと答えた割合はいずれの年も約90%と高い水準となっ

ています。ただこちらに対しまして、自由記述の中では、ど

のようなものが購入できるかわからないですとか、どこで購

入できるかわからないという記述も多く見られまして、どう

いった情報があれば地産地消に取り組みやすくなるかという

問いに対しましては、約70%が直売所などの購入できる場所

の情報と回答しています。また、効果的だと思う取り組みは

という問いに対しましては、約80%が量販店での販売と回答

しておりまして、生活に身近な場所での販売が求められてい

ることがわかります。 

次めくりまして、これまでのまとめになります。まず市民

の多くは地産地消に関心があり、藤沢産を応援したいと思っ

ている。農産物を購入する際に多数の人々が国産であること

は意識しているが、藤沢産であることに関しては意識が半減

しているという形でして、国産であれば価格で比較して購入

する人が多いことがわかりました。 

次めくりまして、市民の半数以上に市内産の農水産物の旬

の時期を知られていないということもわかりました。また藤

沢産のロゴマークの認知度は43.7%まで上昇しております。

こちらは第5期の地産地消推進計画では、令和8年度までに、

認知度50%を目標値に掲げております。 

めくりまして、最後のページです。特に市民から求められ

ていることは、購入できる場所に関する情報提供と、あとは

量販店など身近なところで購入ができる環境整備が求められ

ています。 
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これらの結果は、次年度以降の事業計画等を策定する際に

活用していきたいと考えております。事務局からは以上にな

ります。 

 

はい、ありがとうございました。ただいま事務局から説明

がありましたが、皆様からご意見やご質問がございましたら

お願いいたします。 

  

 確認なんですけども、藤沢産ロゴマークを目にしたことが

あるかというアンケート結果があるんですけども、令和5年

度と6年度が同じ率になってるんですけども、回答数が一致

するというのは目にしたことがないんですけど、実際そうだ

ったということなんでしょうか。 

 

集計作業中、やはりこちらの方も同じ数値なので再度確認

はしましたが、前年度の回答数と今年度の回答数全く違うも

ので、ただ比率としては集計再度しましたが、同じ%だった

という結果になっております。 

 

ありがとうございます。同じだったということですね。他

に何かありますでしょうか？お願いします。 

 

同じところで本当に同じ%って珍しいなとは思うんです。

令和5年までは上がってきてることで、ここで同じになった

ということで、ロゴマークシールの配布数は増加していると

思うんですけれども、そういったロゴマークシールの配布数

は13万から50万に令和2年から増えていると。ここから令和5

年と令和6年度が横ばいで頭打ちになってしまう原因という

かこの辺り研究をしっかりした方がいいのかなと思うんです

けれども、何かその辺りで思うこと考えてらっしゃることが

あるのかをお伺いいたします。 

 

かなり生産者の皆さんも積極的に貼っていただいておりま

して、農業水産課の窓口にも生産者の方が来てシールを受け

取っていただいたりですとか、わいわい市等に配布しており

ますので、そこで貼っていただいてるんですけども。それぞ

れご自身のシールを持っている方等もいらっしゃって、もう

貼っていただける方はほとんど全て貼っていただいてるよう

な状況には、今なっているのかなというふうに考えておりま

す。50%を目指すということになっておりますので、更なる

普及というところで今後検討していかなきゃいけないと思っ
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竹中補佐 

てるんですけども。例えば湘南青果さんだとか、そういった

ところにもご協力いただいた上で。ただ湘南青果さんはご自

身のところの湘南野菜というブランドを持ってますので、連

携できるところがあれば市場の方にもですね、力を貸してい

ただいて何とか50%まで持っていければなというふうに考え

ております。 

 

ありがとうございます。もう一点だけ。藤沢産の野菜が量

販店でも置かれていて私も見かけますけれども、結構いろい

ろな量販店のスーパーさんで置いてると思うんですね。それ

が藤沢産のものが売れ行きがいいかどうかっていうものの要

因にレイアウトもあるのかなと思うんです。 

例えばスーパーさんで、ここのスーパーさんは割と藤沢産

の売れ行きが比較的いいとか、そういう分析というかデータ

があったら教えていただきたいんですけれども、何か違いが

あれば。 

 

データまでは持っていないんですが、地元のものを積極的

に使おうという意識を持っていただいている、例えばヨーク

マートさんですとか、あとヤオコーさんですとか、そういっ

たところは、かなり売り場でもメインのところに地元の野菜

を置いていただいているというような状況です。最近ですと

さいか屋のところにライフさんもできまして、あちらについ

ては、藤沢産っていうのがなかなかうたっていただけてない

というか、鎌倉野菜だとか湘南野菜っていう形で販売してい

ただいてるので、このアンケート結果を見るとやはり藤沢市

民は、藤沢産って書いてあった方が、愛着を持って買ってい

ただけるっていうように読み取れるアンケートになっていま

すので、量販店の方にもこのアンケート結果をお送りして何

とか藤沢産と表示していただけるような働きかけをしていき

たいと考えております。 

 

以上のような対応を行っていきたいということのようで

す。他はございましょうか？特にないようですね。 

そうしましたら、次は議題の2その他になりますが、これ

は何か用意されてますでしょうか？特にないようでしたら、

地産地消推進協議会の方は本日予定していた議題は一応これ

で終了ということになります。一旦進行を事務局の方にお返

ししたいと思います、よろしくお願いします。 

 

立石会長ありがとうございました。これをもちまして、第
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57回藤沢市地産地消推進協議会を閉会とさせていただきま

す。引き続きになります、令和6年度第2回藤沢市地産地消推

進事業実行委員会の方に移らせていただきたいと思います。

2件目の議題では部会に分かれての意見交換を予定しており

ます。その際は机のレイアウト変更させていただきますの

で、後ほどご協力をお願いできればと思います。 

またこちらから進行につきましては、立石委員長にお願い

をしたいと思いますので立石委員長お願いいたします。 

 

 

令和６年度第２回藤沢市地産地消推進事業実行委員会 

 

１ 開会  
それでは実行委員会の方を開始します。 

 
２ 議 題  
議題の1になります、令和6年度の藤沢市地産地消推進事業

実行委員会の事業計画の中間報告について、事務局の方から

説明をお願いいたします。 
 
農業水産課河原崎と申します。座って説明させていただき

ます。お手元の紫色の表紙の資料 2 をご覧ください。まず部
会に分かれて意見交換する前に、今年度の実行委員会事業の
中間報告をさせていただければと思います。 

1 枚めくっていただいて、項目ごとにスライドになってお
りまして、右上の四角囲みの中に予算の執行状況や、目標の
達成状況等数字が入れられるものについては、記載されてさ
せていただいています。 

一つ目の取り組みになります、新たな 1 次産品の創出に向
けた農作物の施策支援については、現時点で執行の予定はあ
りません。関係機関の皆様の中で対象となりうるような取り
組みがありましたら、ぜひ事務局へ情報提供いただければと
思っております。なお今年度は他市町村ではありますけど
も、かながわブランドには湘南ちがさき MILK、湘南伊勢原
のさかもとのたまご。つい先日ですね、秦野の峠漬、峠の粕
漬けという 3 品が新しくかながわブランドに登録をされてい
るという動きがございました。 

また藤沢市内での取り組みといたしまして、先日さがみ農
協さんで営農技術研究大会というのが開催されまして、その
中でご報告があったのが、種無しピーマン栽培に試験的に取
り組まれている方がいらっしゃるというご報告がありまし
た。種がないという特徴から、調理をする上でとても魅力の
ある作物かなと思ってまして、作業効率を飲食店さんなども
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求められると思いますので、そういったところに販路を拡大
するとか、そういった期待ができる産品かと思います。そう
いった取り組みは事務局の方としても注視させていただい
て、今後生産者が増えて、販売する際にはラッピング包装の
ところで支援をさせていただいたりとか、将来かながわブラ
ンドに登録することのご提案などして、少しでも取り組みが
進められたらなと考えております。 

続きまして、右上 3番のスライドになります。未利用魚を
活用した加工品の開発支援および給食での活用検討というこ
とで、昨年度試験的に取り組みをした、こちらの取り組みを
今年度は、公立小学校特別支援学校の 36 校でやりたいと考
えておりました。漁獲から加工配送までの流れもですね、関
係機関の方にご協力をいただけるということにはなってはい
たんですけども、先月まで粘ってもどうしても魚が獲れず
に、原材料が確保できないということで、残念ながらこちら
の事業については実施ができなかったという形です。どうし
ても給食で出す関係上、数ヶ月前から献立を考えないといけ
ないので、今取れても、もう間に合わないということなの
で、今年度の実施については難しいという状況になっており
ます。 

ただ関係機関の方は非常に協力いただいてますし、昨年度
試験的に提供した際は学校側からの評価も非常に高かったも
のですから、何とかですね、次年度以降も取り組みを継続し
ていきたいなというふうに思っています。 

続きまして 4 枚目のスライドの藤沢産農産物を利用した加
工品の開発支援に関しましては、2021 年からワイン用ブド
ウを栽培されている社会福祉法人の光友会さんに対してワイ
ン用ブドウの加工支援ということで、委託醸造費の一部を支
援させていただきました。支援した加工品については、昨
年、販売が開始されまして、11 月 23 日にサンパール広場で
開催された藤沢ワイン祭などでもお披露目がされています。 

この取り組みによりまして、農福連携の推進であったりと
か、荒廃農地の発生の抑制などの効果もあったと考えており
ます。藤沢市内では、光友会さん以外もワイン用ブドウの生
産加工に前向きに取り組んでいらっしゃる事業者さんが、い
くつかございますので、農業水産課としても今月、先進市へ
の視察などを行って、将来的には市内にワイナリーを作っ
て、市内で完結するような取り組みとして産地のブランド力
の向上を図りたいと考えているところになります。 

続いて 5 枚目ですね。特定給食施設での藤沢産米の利用促
進につきましては、委員の皆さんもよくご存知かと思うんで
すけども、今年度は米の流通量が非常に少なくなりまして、
ニーズおよび価格がともに高まった年度でございました。そ
んな中で新たな販路を開拓することは、難しいという情勢が
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あったところです。ただし前年度に引き続き、前年度開拓し
た市内の社員食堂さんなどには引き続きお声がけをさせてい
ただいて、今年度も食堂で使っていただいて、併せてパネル
展示などもご協力をいただきました。そのような取り組みが
ありまして、公立小学校養護学校中学校その他民間事業者を
合わせて、2月の時点で目標近くの 60t のお米を利用いただ
いているという状況になります。 

続いて 6 枚目のスライドです。小学校や保育園に出向いて
生産者の方との交流の機会を設ける事業というのを今年度も
行っておりまして、具体的には 12 月に御所見小学校に畜産
会の方にご協力をいただきまして、市内で搾乳された牛乳を
使ったバター作り体験と、やまゆりポークの生産者協議会さ
んと連携して畜産の授業を行って、給食でも牛乳や豚肉を提
供させていただいたりとか、あとは保育園には、バケツで育
てるお米を教材に生産者の方と一緒に田植え、稲刈りそして
できたお米を保育園で食べていただいて、最後しめ縄作りな
どもして、園児と生産者の方が交流する機会っていうのを設
けることができました。 

次 7 番目になります。有機農業の取り組み面積を拡大する
目標に関連しまして、オーガニック給食の試験提供に取り組
むこととしておりまして、今年度は御所見小学校と中里小学
校にご協力をいただいて、主要食材としては有機栽培された
サツマイモを大学芋として調理していただいて給食として提
供することができました。給食だより等を通じて、家庭への
情報発信なども併せて行っております。味、香りともにです
ね、生徒の皆さん栄養士さん、ともにとても好評な給食を提
供することができました。今後の課題といたしましては、価
格が割高であるとか、あとは大きさのばらつき、あとは害虫
の被害があったところを調理員の皆さん総出で手作業で、切
り分けていただいたりとかっていうことで、少し手間が多か
ったというようなこともご意見でいただいてます。そんなこ
とを踏まえて、振り返りの会議なども今後予定しております
ので、課題を出し合って次年度以降も取り組みを継続してい
きたいと考えております。 

続いて 8 枚目のスライドは、各種マルシェ等の地産地消イ
ベントの実施になります。こちらについては、代表的なもの
といたしましてはまず、12 月 8 日に神台公園でオーガニッ
クマルシェを開催させていただいておりまして、今年度につ
きましては、12 月以降もミニオーガニックマルシェとして
開催を継続し、今月につきましても、今週末の日曜日に同じ
場所で開催するということで、地域に定着したイベントにな
るように、取り組みを進めているところになります。それ以
外にも、藤沢駅北口のサンパール広場で開催されている元気
バザールですとか、藤沢駅市役所前のサンセットマルシェ。
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それから湘南 T-SITE で開催された夏祭りなどにも出店をし
て、藤沢産農水産物の PR を行っております。 

9 枚目に移ります。花育体験イベントと、あとはお花など
を使った藤沢産農産物の PR の事業になりますけども、花育
体験については、先ほどご説明したオーガニックマルシェと
同じ日に同じ場所で開催をしておりまして、会場を市役所か
ら変更した他、藤沢市の公式 LINE なども活用して参加者を
募集した結果、昨年度を上回るご応募をいただいて開催する
ことができました。 

農産物を使った PR につきましては、市庁舎への花の展示
の他、おばけカボチャであったりとか、稲のはざがけなど、
注目していただけるようなものを準備させていただいて、市
役所の他、市民センター公民館とか図書館とか、そういった
ところにも置かせていただいて PR を行っております。 

10 枚目になります。緑育体験イベントは今年度新たに取
り組むこととしたイベントでして、10 月 26 日に植木生産の
組合にご協力いただきまして、無事に開催することができま
した。当日は参加者の各テーブルを、植木生産組合の皆さん
に回っていただいて、きめ細かくブルーベリーの苗を植え替
える体験というのをしていただいて、参加者の満足度が非常
に高い講座を開催することができています。 

続きまして 11 枚目、ロゴマークシールと SNS を活用した
認知度向上のキャンペーンということで、地産地消月間であ
る 10 月から 11 月の間、SNS を活用したキャンペーンを行い
ました。実施期間内に、条件を満たす投稿が 8 アカウントか
らありましたので、その方たちにプレゼントするキャンペー
ンを実施したところでございます。 

次に進みます。12 枚目が動画 PV の作成でして、今年度
も、藤沢産利用推進店の紹介を行う動画の作成を予定してお
りまして、今後、わいわい市で仕入れを行っている店舗を仕
入れの様子から撮影して、動画を作りたいと考えておりま
す。また YouTube については、我々で撮影したショート動画
などの投稿も行っているところになります。 

続きまして 13 枚目ですが、藤沢産利用推進店 PR 用の食べ
歩きマップの作成ということで、こちらも現在湘南しらすを
提供する藤沢産利用推進店を紹介するマップを作成中になっ
ており、年度内に完成を予定しています。 

それから藤沢駅周辺の食べ歩きマップも非常に需要が高く
て特にホテルなどから追加のご要望がありまして、一時的に
在庫がない状況になってますので、こちらの増刷なども行い
たいと考えております。 

事業としては最後になりますけれども、新たな取り組みと
して藻場の保全事業に取り組むこととしておりまして、11
月には片瀬漁港において江の島の海を守ろうフェスタという



- 11 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベントが開催されています。それ以外にも今後、藻場保全
の活動に取り組んでいらっしゃる江の島フィッシャーマンズ
プロジェクトさんという団体があるんですけども、海藻の種
苗の投入活動を行っておりますので、そういった活動に対し
て、年度内に支援をしたいと考えております。 

長くなりましたが、最後に予算を伴わない事業もいくつか
ありましたのでご紹介をさせていただきます。第 1回の実行
委員会で湘南藤沢市民マラソンで農産物の PR をしてみては
いかがでしょうかということでご提案をいただきまして、マ
ラソンの実行委員会にお願いをさせていただきまして、当初
湘南しらすを提供する予定だったんですけども。今年春のし
らすはたくさん取れたと伺ってるんですが、秋のしらすがほ
とんど取れなくて、配布できる分の確保ができずに実施がで
きなかったというようなことがあったのでご報告をしておき
ます。マラソンの実行委員会からは、今年度は残念な結果だ
ったんですけども、次年度以降もぜひご協力したいと言って
いただいてますので、来年度も提供できるものがないかどう
かっていうのを検討したいと思っています。どのようなもの
が提供するにあたって、いいかどうか委員の皆さんからご意
見、うちであればこんなものが提供できますよとかあれば、
ぜひ教えていただけるとありがたいと思っています。 

それから藤沢産のものがどこで買えるかわからないという
ようなアンケート結果もありましたけども、藤沢駅周辺で
は、エリアマネジメント主催運営のファーマーズマーケット
が 10 月から始まっていて、先月までサンパレット広場やサ
ンパール広場で、野菜の販売やフードトラックの出店などが
ありました。こちらについては今月は 2 月 15 日 16 日に、鵠
沼海岸公園に新しくできたスケートボードのハグライドパー
クで出店されるなど取り組みが進んでいます。 

それから、こちらも前回の実行委員会のときに委員の方か
ら情報提供いただいたんですけども、みらい創造財団が運営
する辻堂青少年会館で、農家の皆様等から提供いただいた食
材を調理するようなイベントっていうのがありまして、市内
の養豚農家さんから、豚肉を事業のために寄贈したいという
ようなご提案もありまして、12 月にはそういった顔繋ぎな
ども行っております。 

それから 7 月から 12 月までの限られた期間になってしま
いましたけども、毎月第 2、第 4 土曜日に旧桔梗屋というス
ペース公共スペースを使いましてマルシェの開催などを行い
ました。 

16 枚目になります。小田急湘南ゲートの 6階にある南図
書館において、10 月に地産地消に関する企画展示を行い、
講演会などの実施もしております。その他市内の学校に出向
いて、地産地消に関する出前授業などを行っています。 
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一応中間の報告としては以上になりまして、最後に予算の
執行見込みといたしまして、今年度未利用魚の活用を中心
に、執行ができなかった事業がありまして、現在 60 万円ほ
ど予算が残ってしまう見込みとなっておりまして、このまま
残ってしまった場合には、戻入を予定しておりますのでご承
知おきいただければと思います。長くなりましたが説明は以
上になります。 

 

 はい、ありがとうございました。ただいま事務局の方から

事業計画の中間報告について説明がありました。ご質問やご

意見などがございましたらお願いいたします。 

 

よろしいですか。体験イベントについてですが、生産者と

の交流っていうのが小学校でやっていらっしゃるってことな

んですが、いつもやっている学校が北部の学校に偏ってるよ

うに思えるんですが、南部の学校でやる予定などありました

らお聞かせいただきたいと思います。 

 

我々としても、そこが課題と認識していまして、どうして

も藤沢市としては北部の学校の周辺に農地があり、その周辺

で生産されている農家さんと普段からお付き合いがあって、

学校に出向いていただいて交流がしやすいというところが一

つあるのと、あとは、その学校の生徒数の問題もあって、規

模が大きい学校の場合は、どうしても授業がやりにくいとい

うような事情もあります。今年度は例えば牛乳を使ったバタ

ー作りと、やまゆりポークの給食提供と合わせて実施した畜

産に関する出前授業については、御所見小学校でやったんで

すけども、1年前は辻堂にある浜見小学校でやらせていただ

いたということもありますので、なるべく地区によって偏り

がないように、実施していきたいと考えています。 

 

他にございますでしょうか。松長委員お願いします。 

 

4のワインのことなんですけれども。藤沢でメイヴってい

う珍しいというかそういうブドウを作って、ワインを作って

いくと。それ自体はすごくいいと思うんですけれども、将来

的にこれが藤沢ブランドになっていくにあたって、私も早く

ワイン飲みたいなと思っていた側なので、こんなこと言うの

はあれなんですけど、やっぱり販売をしていくことも大事な

んですが、それが商品として、やはりワインってなかなか美

味しくなるまでに時間もかかるというか、木も育てていかな
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きゃいけないとかもあるので、この予算を執行するに当たっ

て販売にこぎつけることが、ベストではないのかなと。しっ

かり育てていくことも必要なのかなと思いますので、販売だ

けが実績ではないのかなという感じを私は今思っているの

で、その辺り長い目でというか育てることを意識していただ

きたいなと思います。ごめんなさい意見になっちゃって申し

訳ないです。 

 

ご指摘の通りだと思います。今回は、醸造費のところで少

し支援をさせていただいたんですけども、こちらの光友会に

ついても、面積もだいぶ広がってきていますし、メイヴが一

番この土地に合っているかどうかっていうところもあります

ので、それ以外のブドウも少し作り始めました。他の事業者

の方も、例えばプティ・マンサンですとかそういった品種に

も取り組んでいるところですので、より美味しいワインがで

きるように、我々としてもそういった支援をしていければと

いうふうに考えております。 

 

他いかがでしょうか？尾島委員お願いします。 

 

先ほどの16のところですね、簡単にご説明いただいたんで

すけど、どんな様子だったか、もうちょっと教えていただき

たいなと。それから後で結構なんですけど何かもう少し今度

はレポートといいますか、みたいなものが資料みたいなのが

あるんでしたら後ほどでいいんですけど、いろいろ教えてい

ただきたいなと思います。 

 

まず図書館の方については、市全体で行政支援展示といっ

て市の取り組みを図書館側で関連する図書を集めて、紹介し

てくれるという事業があるので、それに手を挙げさせていた

だいて、地産地消とか農業に関する図書コーナーを作ってほ

しいとお願いをして設けていただきました。来館される方か

ら非常に好評なコーナーになっていて、図書館の方で映画上

映会というのが同時期にありまして、「美味しい給食」とい

うタイトルだったと思うんですけど、映画上映会をやるの

で、その前に合わせて藤沢市の地産地消に関する取り組みの

ミニ講演会みたいなものをやってもらえませんかというお声

がけをいただいたので、少しお時間をいただいて導入部分で

藤沢市の地産地消の取り組みなどをご説明させていただいた

ものになります。 

あともうひとつ滝の沢小学校については、5年生の学年で
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地産地消に関する授業やっていると。でもなかなか生徒にと

って身近なテーマではないので、当事者の方に来ていただい

て話をしてほしいということだったので、出前授業を行いま

した。子供たちに市の取り組みなどを説明しても、つまらな

い内容になってしまうかなと思いまして、我々の方で買い物

ゲームっていうのを考えて当日はやりました。中身として

は、カレーの食材のカードをたくさん用意して、例えば人参

でも藤沢産のニンジンと、北海道産のニンジンと、千葉産の

ニンジンとみたいな三つの種類を設けて、それを自由に子ど

もたちに選んでもらって、どういう結果になるかっていうの

をゲーム感覚でやったような内容になってます。 

その中で新鮮さであったりとか価格であったりとか、あと

はフードマイレージっていう部分が同じ品目であっても、違

うんだよっていうことを買い物を通じて体験していただいた

ような授業をやっております。 

 

小学校の方は、単発でなくてたくさんできるといいなと思

います。図書館のセミナーにいらっしゃった方々の年齢層は

高かったのでしょうか。 

 

そうですね私も行く前は、比較的年齢層高めかなと思った

んですけど、若い方とか、あとお子さんもいらっしゃいまし

た。 

 

いろいろな事業お疲れ様です。葉山委員の方から質問があ

るということでお願いします。 

 

湘南藤沢市民マラソンありましたね。そのときにしらすが

無かったもので提供できなかったんですけど。実は、湘南国

際マラソンで、私どもしらすを提供してるんですよ。大体1

パックが10gで蓋付きにして、1500ぐらい出しました。どの

ぐらいの量が欲しいんですよって言われれば、そのようにと

っておくことができます。湘南国際マラソンをやるときに

は、一番先に食べさしたらしいんですよ。衛生的に蓋をつけ

ないといけないっていうもんで蓋をつけて、それでもってず

っと並べて走る前に食べさすということをやっております。 

そんなことだから、この藤沢マラソンに対して、せっかく

湘南しらすっていうのがあるんだから、去年は少なかったけ

ど提供するには前もって言ってくだされば、ちゃんとして取

っておきますので、そうしてこれからやっていただきたいと

思います。どのぐらい何パックぐらい欲しいかっていうもの
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を考えてやっていただければいいなと思います。そうすれば

また湘南しらすっていうのはこういう味なんだよというの

が、みんなに評価されますので一つよろしくお願いいたしま

す。 

 

ご提案ありがとうございます。ぜひ我々私達としても提供

できずにすごく残念な思いをしたので、来年度もし実行委員

会事業として取り組みが継続できるようであれば、早めに数

量などご相談させていただくようにします。 

 

今は海の状況は、黒潮が相模湾に入ってまして、今いっぱ

いしらすがいそうですよっていうっていう情報なんです。し

かしながら県の行政の方が3月10日までは禁漁と言ってるん

ですけど。私どもやっぱり、今考えると温暖化であって、そ

の魚の周期がもう本当に変わってきちゃってるんですよ。そ

ういうものも、考えていただければいいなと思います。市の

水産課の方でもそういう話なので、県の方へ何とかやり方を

変えたらどうですかぐらい言っていただければいいなと思っ

てるんですよ。 

それともう一つは、ここに書いてある藻場が駄目になって

るということで、色んな海藻類が食べられちゃうというとこ

ろなんだけど、餌が少ないからボラの稚魚が食べちゃうそう

ですよ。それでわかめの養殖なんかも駄目になっちゃってる

ということで、本当にいま温暖化で何をどうしようっていう

ものもできなくなってきたね。品種改良で温かいところに育

つようなものを研究して出してもらえれば、きっと良い藻場

ができんじゃないかと。水産庁なんかにもお話してもなかな

かうまくいきませんね。やっぱりこれは気象で温暖化のせい

だから、あと10年経つと鎌倉あたりの海はみんなサンゴが出

てきちゃうね。今海水を汲んで組合の水槽入れておきますと

水槽の中に白い点々がこうやってつくんですよ。そしたらそ

れはサンゴの卵だっていうので、それは大変だなっていう。

私81になるけど、あと10年経てば鎌倉も全部サンゴの街にな

ってきて、サンゴを今度は中国が獲りに来るようなそんな話

ですよね。本当に今の状況を農業なんかもどんどんトマトな

んかも改良して、温かいところでもできるような品種改良っ

ていうのをやってるもんですから、やっぱ漁業の方もそうい

うものをやってもらいたいっていうと、やっぱり藤沢市でも

県とかそういう方へ要望して、くださるようによろしくお願

いいたします。 
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はいありがとうございます。いろいろ取れる取れないは、

自然なもので難しいとこありますので。他に何かございます

でしょうか？大丈夫でしょうかね。特にないようですので、

議題の2の次年度の事業計画に向けた課題検討これについて

事務局の方から説明をお願いいたします。 

 

そうしましたらこの後、皆さんには部会にわれて、来年度

の事業計画に向けた意見交換の方をしていただきたいと思い

ます。分かれる部会につきましては、以前に皆さんのご希望

を踏まえまして、次第の裏側の名簿の一番右側の方に記載を

させていただいていまして、概ね皆さん近い位置にお座りい

ただいています。少しだけですね、机を向かい合わせにして

話しやすいレイアウトに変更させていただきたいと思います

ので、少しお席の移動等をお願いするようなことがあるかと

思いますけれども、事務局の方でお声がけをさせていただき

ますので、ご協力をよろしくお願いします。 

 

席の移動はお済みでしょうか？よろしいでしょうか？ 

そうしましたらグループごとに地産地消計画第5期が5年の

計画期間のうち3年を過ぎようとしてますので、残り2年間で

計画で定める取り組みを着実に実施できるようにどうしてい

ったらいいかっていうのを、ざっくばらんに意見交換できれ

ばと思います各テーブルに農業水産課の職員が入りまして、

司会進行の方をさせていただきます。 

時間については、一応20分を目安に一度区切らせていただ

きますので、壁側に時計がありまして今ちょうど3時ちょっ

と前なので3時20分ぐらいで一度お声がけをさせていただき

ます。最後にグループ毎にどんな意見交換内容だったかって

いうのを発表させていただいて、その結果を来年度の事業計

画に反映させていただければと思います。資料については、

右肩資料3を使いまして、各テーブル同時進行で進めていき

ますので、20分間ご意見いただければと思いますのでよろし

くお願いします。各テーブルで始めていただければと思いま

す。 

 

部会毎に意見交換を実施 

 

 すいませんだいぶいろいろご意見をいただいているところ

でありますけども、時間も過ぎているので、そろそろまとめ

ていただいて部会ごとに出た意見を、発表していただければ

と思います。 
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ふじさわブランド創出部会の方の意見から発表させていた

だきたいと思います。まず意見としてあったのは、既に一定

のブランド力がある農産物であったりとか、加工品が存在す

るにもかかわらず、まだそれがブランドとして登録されてい

ないっていう事実がある中で、そこにどういった課題がなぜ

登録されていないんだのだろうかとか登録されるとどういう

メリットがあるのだろうかというような意見交換をさせてい

ただきました。 

例えば梨であったりとか、ブドウであったりとか、加工品

であれば、魚醤であったりとか、魅力的なものがありますの

で、生産者の方に登録されるメリットを感じてもらえるよう

な働きかけというのを取り組みとしてやっていければなと思

っています。具体的には、ネーミングであったり、ただ登録

しましょうよではなくて、ブランディング含めて、ネーミン

グであったりとか販路であったりとか、あとは新鮮なもの

が、旬の時期に消費できるっていうことの魅力っていうとこ

ろを伝えることによって、同じ国産でも藤沢産を選ぶ動機付

けになり、消費が見込まれることが、生産者の方のメリット

に繋がるっていうようなこともご意見としていただきまし

た。そういうような視点を持って次年度以降、登録できる品

目の方を検討していきたいなと思っております。ブランド創

出部会の方については以上になります。続いてが給食の方お

願いします。 

 

給食供給強化部会で話し合った内容としましては、食材費

が高騰する中、限られた給食費で質の高い給食を提供し続け

るためにはという問題に対しまして、考えられるものとしま

しては、国の補助金であったりで給食費を賄うっていうとこ

ろであったりあとは予算、公費の部分で取って計上する。そ

ういったことが考えられるという意見が出ました。 

その他にですね、より青果物の使用割合を上げていくため

には、給食で活用しやすい野菜を供給していただく。また今

現在使用しているもの以外も調査をして、生産者と相談して

逐一給食に新たに活用できないかというと、今後相談してい

く必要があるのではないかという意見が出ました。 

その他にですね水産物ですね、魚につきましては今現在し

らす以外は取れないというような状況にはなっております

が、その理由としましても温暖化などの影響もあるとは思い

ますが、あるものをうまく活用して南部の学校などにも活用

できていければいいのではないか、またその献立を作ってそ

れに基づいて行っていくんですが、献立の決め方も例年通り
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に作らない方がよろしいのではないか、また時期がずれてき

ている。魚の獲れる時期であったり、野菜も獲れる時期がず

れがあるのではないかというような形でした。あとはですね

卸売業者に対しても、一番は地場産のものをより活用しても

らうように依頼をするであったり、給食に関しまして農協が

取りまとめを行っている事例もあるとのことでしたので、実

際に直接農家さんの方から学校に卸す、その限界もあると思

うので、取りまとめを行う部署のようなものがあってもいい

のではないかというような意見が出ました。以上となりま

す。 

 

最後に、地産地消普及啓発部会です。こちらの話し合いで

は、ロゴマークの認知度の部分のところから派生していろい

ろとご意見を頂戴いたしました。 

生産者の方ですとか卸売りの方、実際に消費者として買わ

れている方いろいろな立場の方がいらっしゃったので、それ

ぞれのお話を伺えたんですけれども、まず生産者の方として

はロゴマークシールの部分なんですけれども、やっぱりシー

ルを貼る手間だったりとか実際に野菜の包装をプリントして

売られてる方もいるんですけど、その辺のプリントのコスト

だったりっていうところもなかなか手間だったりコストって

いうところもあるので、そのあたりの負担が少し生産者にか

かっているっていうところと、まだ使ってない方への働きか

けっていう部分の話もありましたが、ロゴマークの使用も継

続しつつ、別の面でどういった形でロゴマークの周知ができ

るかというところで、シールにこだわらずに、例えば既にあ

りますが藤沢産の旗があるだけでも目につくとお話もあった

ので、生産者さんの手間も考えつつ身近にできるような旗の

使用だったりとか、あとは例えばもうコロナも明けて落ち着

いてきていますので、例えば量販店での宣伝販売、実際に季

節の鮮度感のあるようなものを、例えば朝採れのトウモロコ

シも試食だったりっていうところを、旬をめがけてそういっ

たPR活動もして、ぱっと見て藤沢産っていうのが宣伝できる

ような機会の創出というところもお話にあったりとか、あと

量販店のPRでビデオ上映とかを、お店の一角でさせていただ

くというお話もありました。その一方で、生産者さんの方の

養豚の方がいらっしゃるんですけれども、実際にもスーパー

に売り込みに過去に一緒に行ったこともあったんだけれど

も、なかなか価格の面で最終的に落としどころがつかないみ

たいなところもあり、なかなか今いろんなエサ代とかも高騰

している中で、他県と同じ価格で売るっていうのはなかなか
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難しい中で、消費者の理解としてなぜ価格が上がっているの

か、額面だけではなく、もう少しそういったなぜっていう部

分の消費者の理解っていうのも必要ではないかというお話が

ありました。 

また飲食店での話ですと、コストの部分もやはりハードル

としてあるんですが、安定供給がなかなかできないっていう

部分での飲食店でなかなか取り扱っていただけない。課題と

してはそこもあるんじゃないかっていう話がありまして、ど

のくらいの量を、どういったものがお店に出してもらえるの

かっていうところの情報も、飲食店としては欲しい部分なの

ではないかというお話もありました。 

丸中青果の方もいらっしゃったので、給食の話も少し出た

んですが、なかなか学校からこの時期にこれをくださいって

言ったときに、旬じゃない時期ではないものを要求されたり

することもあるっていう話があって、栄養士さんのサイドと

丸中青果さんとの連携の部分で、ぜひこのメニュー作りの段

階とか早い時期から打ち合わせを持ちたいっていうお話はあ

りました。学校間の格差とかも直接生産者さんとやり取りさ

れてる学校はいいんですが、そうじゃない学校との地産地消

の利用度の格差ってのも開いてきてるかと思うので、その辺

のすり合わせをしていただきたいという話と、あとは生産者

さんに対しても、その学校のない時期っていうのも給食に卸

す農家さんがいたとして、学校給食がない時期とかのフォロ

ーの部分とか、その辺の生産者さんに対するコーディネート

もぜひお願いしますというお話がありました。 

市場の職員さんの出前授業とかも協力できますよってお話

がございました。 

飛び飛びになりましたが以上になります。 

 

はい、ありがとうございました。本当に予定の時間があっ

という間に過ぎて、延長するぐらいこれだけ議論が盛り上が

るっていうところは、まだまだやれるところがあるっていう

ことなのかなと思いますので、次年度以降の取り組みの参考

とさせていただきます。 

お配りの資料の一番最後のページに、今後のスケジュール

ということで少し書かせていただいてるんですけども、次回

は令和7年度ということで6月の上旬ごろに、また地産地消計

画の進捗状況の報告であったりとか、あとは今年度の実行委

員会事業の最終報告、それから来年度の実行委員会の事業計

画案のご承認をいただくために開催をさせていただきたいと

思いますので、またぜひお集まりいただければと思います。
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開催予定日っていうのが、一応このフロアで一番大きい会議

室が取れている日付を記載させていただいたもので、皆様の

スケジュール上ちょっとこの日でできないということもある

ので、あくまで参考としていただければと思います。また確

定しましたら開催通知等でお知らせをさせていただきます。 

あとは事務局からのご案内になりますけども、年度が切り

替わるタイミングになりますので、委員の交代等が生じる場

合は委嘱解職等の手続きが必要になりますので、事務局まで

ご一報いただければと思います。 

以上で議題の2の方は終了とさせていただきます。皆様ご

意見ありがとうございました。 

 

ご意見ありがとうございます。本当は20分のところで私が

止めなきゃいけなかったみたいなんですけども、活発なご議

論いただきまして、委員の先生方、大変ありがとうございま

した。またおまとめいただきました事務局の皆様にも御礼申

し上げます。 

最後になりますけども議題の3その他ですが全体を通して

何かございますでしょうか？他にないようでしたら、これを

もちまして本日の議題は全て終了いたしましたので、これで

終わりたいと思います。皆様のご協力におかれまして、会議

が円滑に進行できましたので御礼申し上げたいと思います。

ありがとうございました。事務局の方にお返しいたします。 

 

３ 閉 会  
立石委員長ありがとうございました。それではですね、最

後に経済部部長の饗庭からご挨拶申し上げたいと思います。

饗庭部長お願いいたします。 

 

本日はシーズン最強寒波の中、本当にお集まりいただきま

して、また長時間にわたりご議論いただきまして誠にありが

とうございます。本日頂戴しましたご意見ご提案たくさんい

ただいたと思います。また、示したアンケートにもですね、

たくさんの声をいただいてますので、新年度の事業計画事務

局案を作るに当たっては、また皆さんにご相談をさせていた

だくこともあろうかと思います。また、今日帰っていい案が

思いついたということがあればですね、どしどし農業水産課

の方にお知らせをいただきたいと思います。 

年度が変わりまして、先ほど6月上旬ってお話をさせてい

ただきましたけども、取り組み早く始めるためにもできる限

り早めに開催できるように調整をしてまいりたいと思いま
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竹中補佐 

す。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。本日はあ

りがとうございました。 

 

ありがとうございました。それでは以上をもちまして、

令和6年度第2回藤沢市地産地消推進事業実行委員会を閉会

いたします。本日は長時間にわたり誠にありがとうござい

ました。なお、本日事務局でご用意させていただきました

藤沢市地産地消計画、こちらの冊子ですね。上にテプラが

貼ってあるもの、こちらにつきましては、机の上に残して

おいていただければ我々の方でまた次回皆様に使っていた

だけるようにしたいと思いますので、テプラの貼ってある

こちらの計画につきましてはそのまま机の上に置いていた

だければと思います。皆様長時間本当にありがとうござい

ました。 

 

終 了 

 


